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PUBLIC INFORMATION

お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに
設置しております。どうぞご利用ください。

鳥取市の人口

　男　：  93,453人  ［-29］

　女　：100,441人  ［-22］

合　計：193,894人  ［-51］

世帯数： 77,816    ［+  9］

　平成26年1月1日現在［　］内は前月比
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とっとり市報 No.1042

今月の表紙

２０４３人が新成人の仲間入り！

　平成 26 年の成人式が、1 月 3 日（金）とりぎん文化
会館で行われました。当日は 1 月とは思えないほどの好
天に恵まれ、約 1750 人の新成人が参加しました。
　会場内外では、旧友との再会に喜び、談笑したり写真
撮影したりする新成人の姿が数多く見られました。
　式典では、新成人を代表して、保

ほ き も と

木本純
じ ゅ ん や

也実行委員長
があいさつを行い、「今の自分があるのは、父・母を始め、
家庭・友達・学校の先生・地域の方々など、さまざまな
支えと励まし、つまり輪があったからこそ。輪を大切にし、
成人になったことを自覚して、それぞれの目標に向かっ
て努力を惜しまず進んでいきましょう」と決意を述べま
した。
　式典後のアトラクション
では、新成人で構成する実
行委員が企画した「抽選会」
が行われました。「交通安
全気をつけま賞」、「親に感
謝しま賞」などの賞があり、
抽選番号が発表されるたび
に、会場から歓声が上がっ
ていました。
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健
全
財
政
の
取
り
組
み

　

本
市
は
、
平
成
16
年
の
市
町
村
合
併
後
、
新

市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
理
念
に
掲
げ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
網
の
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を

推
進
し
、
着
実
に
安
定
し
た
財
政
基
盤
の

確
立
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
主
な
取
り
組

み
は
、
歳
入
の
確
保
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
（
平
成
25
年
度
決
算
見
込

１
億
３
６
０
０
万
円
）、
庁
舎
玄
関
マ
ッ
ト
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の
有
料
広
告
の
掲

載
、市
の
体
育
施
設
な
ど
の
命
名
権
の
販
売
、

太
陽
光
発
電
に
よ
る
売
電
、
砂
の
美
術
館
の

入
館
料
収
入
（
年
間
約
２
億
円
）
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
歳
出
の
一
層
の
適
正
化
と
し
て
、
Ｏ

Ａ
機
器
や
公
用
車
、
電
力
な
ど
契
約
方
法
の
見

直
し
に
よ
る
経
費
節
減
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
推
進
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
決
算
額

で
市
の
借
金
に
あ
た
る
一
般
会
計
の
市

債
残
高
は
、
平
成
17
年
度
に
比
べ
て
約

２
３
３
億
６
千
万
円
を
縮
減
、
市
の
貯
金
に

あ
た
る
基
金
残
高
は
、
約
１
２
３
億
円
に
積

み
増
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
出
決
算

額
は
、
約
９
２
６
億
円
で
す
。

効
率
的
な
執
行
体
制

　

５
年
ご
と
に
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
計
画
的
に
事
務
の
効
率
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
体
育

館
、
公
園
な
ど
の
市
有
施
設
の
管
理
を
民
間

に
任
せ
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、市
税
、

国
保
料
の
徴
収
体
制
の
一
元
化
、
個
人
市
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の

実
施
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
デ
ー
タ
放
送
、
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
な

ど
電
子
自
治
体
の
推
進
な
ど
で
す
。さ
ら
に
、

市
町
村
合
併
時
の
職
員
数
１
５
７
２
人
を
平

成
25
年
度
は
１
３
２
４
人
と
２
４
８
人
削
減

し
ま
し
た
。
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課

題
に
対
応
で
き
る
効
率
的
な
執
行
体
制
の
構

築
を
進
め
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
都
市
経
営

　

平
成
20
年
に
制
定
し
た
鳥
取
市
自
治
基
本

条
例
で
は
、「
市
民
と
市
が
自
治
の
主
体
で

あ
り
、
両
者
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
自

治
を
維
持
す
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
安
定
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
身
の
丈
に
合
っ
た

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
庁
舎
整
備
、

経
済
雇
用
対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
教
育
、

環
境
な
ど
、
多
く
の
市
政
の
課
題
を
市
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
解
決
し
な
が
ら
、
将
来
を

見
据
え
た
都
市
経
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市町村合併 10年を振り返る②

帰省客へふるさと納税をPR

施設命名権の販売（調印式）

来場者55万人達成（砂の美術館）

徴収体制の一元化（徴収課）

職員研修

市民まちづくりワークショップ

市民と市協働のボランティア活動

市庁舎整備に関する説明・意見交換会


